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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第4回講義レジュメ

講義日：2008年5月8日

第２版：２００８年５月１５日

人間関係から自分を知る／良い文章を書くには

1. 人間関係クラスターマップを作って、自分史に出てくる周囲の人を確認する
クラスターマップのバリエーションの紹介
受講生の提出物を使っての具体例の紹介と先生のコメント、アドバイスです。

(1) 前回説明された基本どおりに作ったもの。形は色々あり。

(2) 人間関係の分類（グループ分け）に工夫を加えたもの
例：アルバイト仲間、仕事のつながりの人脈と社会人としての師弟関係の人脈を分けたもの

(3) 人名に加えて、自分への影響の度合いや内容を区別したもの
例：重大な影響を与えた人に◎を付加
例：影響の内容により人を分類したもの。＊＊になる夢を与えた人に◎印、＋＋になる夢を与えてくれた人：□印

(4) 人間関係から影響を受けてどのような自分が形成されたか（将来の夢、価値観、信条など）をマップの自分の所に書き込んで、周囲と自分の相関が解るようにしたもの

(5) 関係のある人のグループごとに定義を記入したもの

(6) 友人、知人を「良い人」［悪い人］に分けて表現。それらの人が本文に出てくる

(7) どのような影響を与えてくれたかをクラスターマップの中に簡単な文で書き込んだもの

(8) その人と関係したエピソードのキーワードを表中に書き込んだもの。（それが自分史年表のエピソードの一齣であり、本文記述にリンクする）

(9) 自分に影響を与えた本を、10代から、50代まで、10年ごとに区分して記入

(10) 図表形式にはせず、文章形式にして、人名とその人が自分に与えてくれた影響を手短に書いてある人。その内容が書き込まれて自分史本文になっていく。

(11) 上記と同じような形式で、一人毎にかなり詳しく書き込んだもの。それはもう本文になっている。

2. 自分史に含める内容について（前回までの講義の補足）

(1) 社会人になってからの大失敗、困りに困ったと言う経験は、たいていの人にあるはず。記憶に刻み込まれていると思う。これも大事なエピソード。

(2) 家族との葛藤、家族との関係で自分の気持ちを大きく揺さぶられたこと、等も自分史の中に入ってくる重要なこと。家族との関係で心を動かされる話も勿論自分史の対象。尚、家族との葛藤を書くことは、自分自身のカタルシスにもなる。

(3) 自分が愛着を持っていたものにまつわる話も良い。

3. 自分史本文作成時に陥り易い誤りとそれを避ける方法

(1) 業界専門用語は一般の人には伝わらない。誰にでもわかるように工夫する。
レジュメ作成者追記：この件は以前の授業でも出ています。「一般用語に置き換える。文で表現する。固有名詞的なものにはどれが何を示す言葉なのか説明をつける、など。特定の地域固有の事柄についても同じ。」などのことがそのとき言われました。

(2) 自分史の既に書いた部分に出てきた人や事柄を、例の・・・、あの・・・と表現したくなるが、読む人が一気に読んでいるとは限らないので、重複にはなるが、簡単にその内容を示す言葉を付ける。

(3) 上記のような事情がなくても、文章が分かりにくいと言う例がある。つまらないところで引っかかってしまう例もある。一般の人に分かって貰える表現になっているだろうかと、注意しながら読み直してみること。そして分かってもらえるように書き込むこと

(4) そのときの音や匂いなどを書いていくと、情景が良く分かって非常に良い。

(5) 人間関係などが非常に複雑になっている人もいる。それを正確に書いてくれているが、それでも読んでみて、よく分からない。分かりやすくするためには、

1 登場人物ごとに分けて記述し、登場人物が理解できるようにする。

2 細部まで正確に細かく記述しようとすると、複雑になってしまう。本質が伝わることが重要なので、細かい所はカットすることも有りうる。

等、分かりやすくなるように工夫してください。

(6) 読んで分かり易くするには、ある程度纏めることが必要。しかし纏めすぎると分からなくなってしますので注意が必要。既に上手にやっている方もいる。今のところは、書きすぎの人よりも、書き足りない人のほうが多い。他の人の書いたものを読んでみて、参考にして欲しい。

(7) だらだらと長く続いてしまう文がある。
そのような文になってしまうのは

1 改行をしない

2 連用形を多用し、連用形＋読点で文章をつないでしまう。
例
―――起き、―――着、――――食べ、――――出かけ、―――

3 文章を切らず、不要な接続詞でつないでしまう。　など。

こうならないように

1 文は句点（。）で切る。改行を入れる

2 段落にわけ、小見出しをつける。

3 パソコン画面を見て文章を作っていると気づくにくい。プリントしてみると拙いことがすぐ分かる。

(8) 前の段落と次の段落との繋がりについて、

1 前の段落と次の段落のつながりが全くないと、そこで引っかかってしまう。

2 つなぐ為に、文章が必要かというと必ずしもそうではない。

3 上手なつなぎ方。段落の頭に短い一言を入れるだけで上手に繋げることが出来る。日経の「私の履歴書」の中に出てくる、シンプルなつなぎ方について紹介。

1. こうして、・・・

2. そうしているうちに・・・

3. とくに

4. さて、・・・

5. 当時・・・

6. その頃の、・・・

7. 次に・・・

8. それから・・・

9. だが、・・・

10. ところが、・・・

11. ひるがえって、・・・

レジュメ作成担当者補足：「私の履歴書」は社会科学系図書館にあります。

(9) 文章のリズムについて
週間読書人5月9日号に掲載されていた、ジェラルド・カーティスさんと手嶋龍一さんの対談の中に、日本語のリズムについて話し合う部分がある。リズムに乗った文章になるように書く、という話が、紹介された。
レジュメ作成担当者補足：週間読書人は図書館本館の新聞コーナーに置かれています。

(10) 文章のブラッシュアップについて

立花先生の文章作りの手順が、実物を使いながら紹介された。

1 ステップ1：手書きで原稿を書き、それに何回か手を入れる。

2 ステップ2：原稿をワープロ書きにし、それにまた何回か手を入れる。

3 ステップ3：入稿して、そのあとまた校正する

良い文章を作るには何回も何回も読み込み、そして書き込んでいくことが必要。読み込んだ文章かそうでないかはすぐに分かる

(11) 自分史全体の流れ

1 自分史は書くに値するエピソードをつないでいくことになるが、その時いつも同じ調子で書くのではなく、メリハリをつけることが必要

4. 自分史全体の構成（今までとは異なった新たな方法）

(1) 自分史全体を複層（3層とか4層）で書きたいが、どうすればよいかという疑問が提示された。これに対し、以下のようなアドバイスがあった。

1 このような書き方をするには次のような方法がある

1. 本文のそれぞれの塊ごとに、複層の間を行き来して書く

2. 本文の流れの中に、枠をとって、そこに他の層を入れていく

2 自分史を複層で見るという視点は誰にでも必要

5. その他

(1) 自分史年表で新たに出てきたもの（前回までの講義内容への補足）

1 病気歴を書いたもの

2 自分史年表の中に「当時の自分の分析」と言う項を設けたもの

(2) 受講生の自分史の出来上がり具合

1 既にかなりの量を書き込んだ人もいる。1つのエピソードも非常に詳しく書いてある。一編の小説の感じになっている。一冊の本になるぐらいだ。

(3) その他

1 複数の方が三池炭鉱のことを書いていた。このように、1つの社会的出来事が、複数の目で語られるので、それを総合することで、新たなことが見えてくる。

以上

